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住
宅
に
関
し
て
は
、
建
設
が
急
が
れ
て
い
た
仮

設
住
宅
は
約
５
万
３
０
０
０
戸
が
完
成
。
現
在
、

約
４
万
８
０
０
０
戸
に
約
11
万
２
０
０
０
人
が
入

居
し
て
い
る
。
さ
ら
に
約
６
万
戸
の
民
間
住
宅
の

借
り
上
げ
、
約
１
万
戸
の
公
営
住
宅
な
ど
が
活
用

さ
れ
、
約
32
万
１
０
０
０
人
の
避
難
者
の
ほ
ぼ
す

べ
て
が
、
住
宅
な
ど
に
入
居
済
み
と
な
っ
た
。
公

民
館
や
学
校
な
ど
の
避
難
所
で
過
ご
す
避
難
者

は
、
現
在
ま
だ
１
６
０
人
ほ
ど
い
る
。

用
地
確
保
の
課
題
を
抱
え
る

「
災
害
公
営
住
宅
」の
建
設

　

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
本
格
的
復
旧
・
復
興
に
伴
い
、

被
災
者
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
恒

久
的
な
住
宅
の
確
保
が
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。

自
宅
が
全
壊
・
半
壊
し
、
自
力
再
建
が
困
難
な

被
災
者
に
向
け
て
は
、
公
的
な
賃
貸
住
宅
で
あ
る

「
災
害
公
営
住
宅
」（
復
興
住
宅
）
が
用
意
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
復
興
交
付
金
に
よ
る
基
幹
事
業
の
一
つ
、

「
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
」
に
あ
た
る
。

　

全
体
計
画
が
未
定
の
福
島
県
を
除
い
た
、
宮
城

県
、
岩
手
県
な
ど
各
県
が
公
表
し
て
い
る
、「
必

要
と
す
る
災
害
公
営
住
宅
」
の
合
計
戸
数
は
約

２
万
１
０
０
０
戸
。
こ
の
う
ち
昨
年
11
月
末
ま
で

に
用
地
確
保
が
完
了
し
た
の
は
27
％
と
進
捗
率
は

低
い
。
住
宅
建
設
に
適
し
た
場
所
の
多
く
に
、
す

で
に
仮
設
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
建
設
用
地

の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
だ
。
多
く
の

仮
設
住
宅
が
入
居
期
限
を
迎
え
る
２
０
１
５
年
春

ま
で
に
、ど
れ
だ
け
迅
速
に
用
地
確
保
が
完
了
し
、

建
設
が
進
む
か
が
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
建
設
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の

取
組
も
始
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
岩
手
県
で

は
、
災
害
公
営
住
宅
の
設
計
と
施
工
の
受
注
業

者
を
一
括
し
て
選
定
す
る
、「
設
計
・
施
工
一
括

選
定
方
式
」
に
よ
る
公
募
を
始
め
る
。
設
計
の
あ

と
の
施
工
の
選
定
手
続
き
が
省
か
れ
る
た
め
、
住

宅
の
完
成
ま
で
の
期
間
の
大
幅
な
短
縮
が
見
込
め

る
。
ま
た
、
建
設
用
地
と
完
成
後
の
住
宅
を
と
も

に
買
い
取
る
「
敷
地
提
案
型
買
い
取
り
方
式
」
の

公
募
も
予
定
し
て
い
る
。
県
が
示
し
た
区
域
内
に

用
地
を
確
保
し
た
設
計
・
施
工
者
の
グ
ル
ー
プ
が

住
宅
を
建
設
し
、
用
地
も
含
め
、
県
に
買
い
取
っ

て
も
ら
う
方
式
だ
。
今
後
、
こ
の
二
つ
の
方
式
を

他
の
市
町
村
で
も
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

好
条
件
の「
災
害
復
興
住
宅
融
資
」だ
が

個
人
の
住
宅
再
建
は
伸
び
悩
む

　

東
日
本
大
震
災
で
自
宅
を
失
っ
た
被
災
者
の
住

宅
再
建
に
は
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
「
災
害
復

興
住
宅
融
資
」
で
特
別
に
、
金
利
の
引
き
下
げ
や

元
金
据
え
置
き
期
間
（
利
息
の
み
の
支
払
期
間
）

な
ど
の
支
援
が
行
わ
れ
る
。
半
壊
以
上
と
判
定
さ

れ
た
住
宅
の
建
て
替
え
や
補
修
を
希
望
す
る
世
帯

が
対
象
。
住
宅
を
新
築
す
る
場
合
、
基
本
融
資
額

２
４
３
０
万
円
に
対
す
る
金
利
が
、
当
初
の
５
年

間
は
無
利
子
に
な
る
。
補
修
の
場
合
は
５
年
間
の

金
利
は
１
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
ま
た
通
常
２

年
間
の
受
付
期
間
が
５
年
間
に
延
長
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
低
利
融
資
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申
し

込
み
戸
数
が
思
う
よ
う
に
伸
び
て
い
な
い
。
住
宅

金
融
支
援
機
構
東
北
支
店
に
よ
る
と
、
昨
年
12
月

末
ま
で
の
東
北
６
県
分
の
申
込
件
数
は
７
２
８
６

件
、
戸
数
に
す
る
と
８
２
３
６
戸
で
、
全
壊
戸
数

約
13
万
戸
に
比
べ
る
と
か
な
り
少
な
い
。

　

申
し
込
み
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
理
由
と
し
て

は
、
高
台
移
転
先
の
整
備
や
土
地
区
画
整
理
が

思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
個

別
に
土
地
を
確
保
し
て
移
転
し
た
人
は
ご
く
一
部

で
、
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
ま
な
い
た
め
、
住

宅
再
建
の
メ
ド
が
立
た
な
い
被
災
者
が
多
い
と
み

ら
れ
る
。
住
宅
金
融
支
援
機
構
で
は
、
今
後
高
台

移
転
先
の
整
備
な
ど
が
本
格
化
す
れ
ば
、
融
資
の

申
し
込
み
も
増
加
す
る
と
み
て
い
る
。

高
台
移
転
や
区
画
整
理
の
推
進
が

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
カ
ギ
を
握
る

　

復
興
と
防
災
の
た
め
、
住
宅
地
を
高
台
や
内
陸

に
移
転
す
る
「
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
」
で

は
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
被
災
３
県

で
の
移
転
戸
数
を
約
２
万
７
０
０
０
戸
と
試
算
し

て
い
る
。
昨
年
11
月
末
時
点
で
、
事
業
着
手
の
前

提
と
な
る
法
定
手
続
き
ま
で
済
ん
で
い
る
の
は
、

予
定
２
２
９
地
区
の
う
ち
１
８
８
地
区
で
82
％
と

な
っ
て
い
る
（
復
興
庁
調
べ
）。

　

こ
れ
ら
の
地
区
で
は
、
着
工
・
移
転
へ
と
進
捗

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
迎
え
る
は
ず
だ
が
、
実
際
に

は
移
転
は
進
ん
で
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
用
地
不

足
に
加
え
、
場
所
選
定
や
地
権
者
と
の
交
渉
、
造

成
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
、

移
転
住
民
の
合
意
形
成
の
遅
れ
、
被
災
し
た
土
地

の
自
治
体
に
よ
る
買
い
上
げ
が
進
ま
ず
、
住
宅
再

建
の
資
金
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
山
積

み
で
あ
る
。

　
一
方
、
甚
大
な
被
災
を
受
け
た
市
街
地
復
興
の
た

め
、「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
で
は
、
住
宅
地
や
公

共
施
設
の
整
備
、
地
盤
の
嵩
上
げ
が
推
進
さ
れ
る
。

計
画
が
決
定
し
た
地
区
は
対
象
57
地
区
の
う
ち

34
地
区（
昨
年
11
月
末
現
在
）。今
後
は
い
か
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
事
業
を
実
施
す
る
か
が
課
題
と
な
る
。

  

ま
た
、
復
興
資
金
の
手
当
だ
け
で
は
復
興
は
進

ま
な
い
と
い
う
現
実
も
あ
る
。
被
災
地
で
は
住
宅

建
設
に
携
わ
る
人
手
の
不
足
や
一
部
の
建
築
資
材

の
不
足
に
よ
り
、
復
興
工
事
が
遅
れ
た
り
、
住
宅

建
設
費
が
高
騰
す
る
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
る
。
特

に
砂
利
、
砂
な
ど
の
原
料
と
人
手
不
足
に
よ
る
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
宮
城

県
で
は
こ
れ
に
対
し
、
２
０
１
２
年
度
内
に
県
外

調
達
な
ど
の
対
策
を
打
ち
出
す
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
。
被
災
地
の
復
興
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
は
、多
方
面
か
ら
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

東
北
に
甚
大
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
の
発
生
か
ら
２
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
公
共
イ
ン

フ
ラ
は
本
格
復
旧
・
復
興
の
段
階
に
移
行
し
た
が
、
被
災
地
が
広
範
囲
に
わ
た
る
た
め
、
復
興
の
ス
ピ
ー
ド
は
思

う
よ
う
に
上
が
ら
な
い
。
被
災
者
の
恒
久
的
住
宅
の
建
設
も
、
遅
れ
が
目
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
復
旧
・

復
興
に
対
し
、私
た
ち
は
今
何
が
で
き
る
の
か
、東
北
の
現
在
の
住
環
境
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

復興 まちづくりの
避
難
者　
万
人
の
ほ
と
ん
ど
が

仮
設
住
宅
等
に
入
居
済
み

 

「
東
日
本
大
震
災
」
が
も
た
ら
し
た
人
的
被
害
は

死
者
１
万
５
８
７
９
人
、
行
方
不
明
者
２
７
１
２

人
、
建
物
の
被
害
は
全
壊
が
約
13
万
戸
、
半
壊
が

約
27
万
戸
、
一
部
破
損
が
約
73
万
戸
に
及
ん
だ
。

特
に
建
物
は
、
大
津
波
に
襲
わ
れ
た
沿
岸
市
町
村

の
被
害
が
大
き
か
っ
た
。

　

政
府
は
２
０
１
３
年
度
予
算
案
で
、
４
兆 

５
０
０
０
億
円
の
予
算
を
計
上
し
、
震
災
復
興
の

加
速
を
目
指
し
て
い
る
。

32
現状と課題

● 土地区画整理事業

● 防災集団移転促進事業

（出典：復興庁）

（出典：復興庁）

被災前

集団移転

浸水区域

浸水区域

土地の嵩上げ

住宅団地

移転促進区域

被災市街地復興
土地区画整理事業

復興後

今
何

住
宅
再
建

今
、何
を
す
べ
き
な
の
か

住
宅
再
建

● 仮設住宅などへの入居状況 
● 東日本大震災による
　 建築物の被害

全　　壊

半　　壊

一部破損

12万9724戸

26万7666戸

73万1680戸

入居戸数入居者数

1万790戸

6万1241戸

4万8310戸

3万82人

15万6272人

11万2330人

公営住宅

民間住宅

仮設住宅

（2012年12月26日現在　
 出典：警察庁、復興庁など）  

（2012年12月25日現在　出典：厚生労働省）

など

（2012年12月末現在）

● 「災害公営住宅」の整備状況  

3239戸

計画5639戸 計画1万5000戸

計画のみ
1万400戸
計画のみ

803戸
用地確保のみ

644戸
用地確保のみ

1597戸
着工

原子力災害による
警戒区域、避難指示区域
などがあるため、
全体計画は未定

岩手県 宮城県 福島県

（完成44戸）
3956戸
着工

（完成0戸）

● 住宅再建に向けた課題  

建設用地
の不足

高台移転の整備が進んでいない
建設適地にすでに仮設住宅が建っている
農地や山間部の造成に時間がかかる
まちの土地区画整理が進んでいない

資材・人手
の不足

生コンクリートなど、一部の資材が不足
建設に携わる職人不足のため、建設工事が
遅れる

住宅再建
の資金不足

津波被害を受けた土地の自治体による買い
上げが進んでいない
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地
産
地
消
木
造
住
宅
再
建

地
域
活
性
化

新
設
住
宅
着
工
戸
数
は

震
災
前
の
１・５
倍
に
増
加

 

「
住
宅
の
着
工
戸
数
は
確
実
に
伸
び
て
い
ま
す
。

石
巻
で
は
、
被
災
前
は
年
間
６
０
０
戸
ほ
ど
だ
っ

た
の
が
、
昨
年
の
実
績
は
１
８
０
０
戸
と
、
３
倍

に
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
ど
の
被
災
地

で
も
同
じ
で
、数
年
は
続
く
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

い
ず
れ
こ
の
流
れ
は
収
束
す
る
わ
け
で
、
需
要
が

増
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
プ
レ
カ
ッ
ト
な
ど
の
生

産
量
を
急
に
増
や
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」
と

高
橋
貞
夫
社
長
。

さ
ん
や
大
工
さ
ん
も
全
国
か
ら
大
勢
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
地
元
の
２
倍
出
す
と
い
う
工
賃
に
惹
か
れ

て
や
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。
こ
の
こ
と
で
、
全
国

的
に
工
賃
の
上
昇
が
起
こ
る
こ
と
が
心
配
で
す
。

　

被
災
地
以
外
の
地
域
で
、
職
人
が
２
割
も
３

割
も
出
稼
ぎ
に
出
て
は
仕
事
に
支
障
を
来
し
ま

す
か
ら
、
そ
れ
を
引
き
留
め
る
た
め
に
賃
金
を

上
げ
ざ
る
を
得
な
い
。
わ
れ
わ
れ
被
災
地
は
仕

事
が
あ
る
か
ら
ま
だ
い
い
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
仕

事
の
な
い
地
域
で
工
賃
が
高
騰
す
る
の
は
苦
し
い

で
し
ょ
う
。そ
れ
が
何
年
か
続
く
わ
け
で
す
か
ら
、

大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
」

　

復
興
関
連
工
事
の
増
加
に
よ
る
職
人
不
足
の

工
期
の
遅
れ
や
賃
金
上
昇
な
ど

全
国
に
波
及
す
る
職
人
不
足
問
題

　

住
宅
復
興
に
関
し
て
は
、
被
災
直
後
か
ら
、

資
材
不
足
と
職
人
不
足
が
言
わ
れ
て
き
た
。
建

築
資
材
に
関
し
て
は
、
一
部
を
除
い
て
不
足
は
あ

ま
り
起
き
て
い
な
い
と
い
う
。「
震
災
の
直
後
に
、

被
災
し
た
住
宅
の
改
修
工
事
が
重
な
り
、
一
時
的

に
住
宅
建
材
や
什
器
で
不
足
す
る
も
の
が
出
ま

し
た
が
、
現
在
、
住
宅
部
材
に
つ
い
て
は
心
配
し

な
く
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
深
刻
化

し
て
い
る
生
コ
ン
不
足
に
関
し
て
は
、
公
共
工
事

と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
こ
れ
は
し
ょ
う
が
な
い

で
す
ね
。
あ
と
、
円
安
に
振
れ
た
こ
と
で
、
外
材

の
高
騰
が
懸
念
さ
れ
ま
す
」

　

一
方
、
職
人
不
足
は
か
な
り
深
刻
の
よ
う
だ
。

職
人
が
足
り
な
い
た
め
、
工
期
の
遅
れ
も
表
面
化

し
て
い
る
。特
に
基
礎
工
事
の
職
人
が
足
り
な
い
。

 

「
こ
れ
も
仕
方
な
い
で
す
ね
。
堤
防
な
ど
の
公
共

工
事
が
今
後
５
、６
年
続
き
ま
す
か
ら
、
基
礎
屋

さ
ん
の
絶
対
数
が
足
り
ま
せ
ん
。
大
阪
や
北
海

道
な
ど
、
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
職
人
が
来
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
足
り
な
い
。
さ
ら
に
左
官
屋

　

岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
東
北
被
災
３
県
の
新

設
住
宅
着
工
戸
数
の
推
移
を
見
る
と
、
２
０
１
２

年
４
月
は
前
年
同
月
比
１
６
２
％
増
と
大
幅
に

増
加
し
、
10
月
、
11
月
も
80
％
以
上
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。
３
県
の
２
０
１
２
年
の
着
工
戸
数

は
約
４
万
戸
で
、
震
災
前
と
な
る
２
０
１
０
年
の

１・５
倍
を
示
す
。

　

８
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
津
波
に
襲
わ
れ
た

石
巻
市
で
は
、約
３
万
３
０
０
０
戸
の
住
宅
が
全・

半
壊
し
た
。
地
域
復
興
の
一
つ
の
目
安
と
な
る
住

宅
の
再
建
は
、「
石
巻
で
は
今
後
５
年
前
後
は
か

か
る
だ
ろ
う
」
と
、
高
橋
社
長
は
見
て
い
る
。

余
波
で
、
工
事
の
遅
れ
と
全
国
に
広
が
る
職
人
の

賃
金
上
昇
の
問
題
は
、
今
の
と
こ
ろ
打
つ
手
が
な

い
よ
う
に
見
え
る
。

職
人
不
足
を
解
消
す
る

「
プ
レ
カ
ッ
ト
４
点
セ
ッ
ト
」

　

た
だ
し
高
橋
社
長
に
は
、
職
人
不
足
を
解
決

す
る
手
立
て
が
あ
る
と
い
う
。
山
大
で
は
「
在
来

工
法
の
プ
レ
ハ
ブ
化
」
と
も
言
う
べ
き
、
構
造
・

羽
柄
・
合
板
に
加
え
て
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
「
プ

レ
カ
ッ
ト
４
点
セ
ッ
ト
」
を
販
売
し
て
い
る
。
将

来
の
少
子
化
に
よ
る
着
工
戸
数
減
少
を
見
据
え
、

建
設
の
生
産
コ
ス
ト
合
理
化
を
目
指
し
た
在
来

工
法
の
工
業
製
品
化
で
あ
る
。
震
災
を
意
図
し
て

開
発
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
プ
レ
カ
ッ

ト
４
点
セ
ッ
ト
が
、
震
災
復
興
に
よ
る
職
人
不
足

解
消
の
糸
口
に
な
る
と
い
う
の
だ
。

 

「
今
ま
で
は
職
人
が
暇
に
な
る
か
ら
と
、
あ
ま
り

使
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
今
で
は
、

現
場
で
の
省
力
化
や
工
期
短
縮
が
可
能
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
、引
き
合
い
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
在
来
工
法
で
は
１
坪
当
た
り
５
人

の
大
工
さ
ん
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ
を
構
造
材
、

羽
柄
材
、
壁
材
、
造
作
材
、
外
壁
材
な
ど
の
材

料
を
す
べ
て
プ
レ
カ
ッ
ト
化
す
れ
ば
、
１・５
人

で
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
今
ま
で

の
３
倍
の
量
の
仕
事
が
出
来
る
わ
け
で
す
。
こ
の

４
点
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
工
務
店

さ
ん
で
は
、
今
回
の
復
興
需
要
の
中
で
も
職
人
不

足
は
感
じ
て
い
な
い
よ
う
で
す
」

住
宅
を
再
建
し
よ
う
に
も

建
設
用
地
が
足
り
な
い

　

も
う
一
つ
住
宅
復
興
の
大
き
な
足
か
せ
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
建
設
用
地
の
不
足
だ
。
集
団
移
転

を
促
す
「
災
害
危
険
区
域
」
の
指
定
は
出
揃
い

つ
つ
あ
り
、
指
定
区
域
は
９
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
超
え
る
と
み
ら
れ
る
。
災
害
危
険
区
域
に
指

定
さ
れ
る
と
、住
宅
な
ど
の
新
築
や
建
替
え
、増・

改
築
が
で
き
な
く
な
る
。

 

「
津
波
で
浸
水
被
災
し
た
地
域
に
は
家
を
建
て
ら

れ
な
い
の
で
、
災
害
公
営
住
宅
を
建
て
よ
う
と
い

う
自
治
体
も
、
津
波
で
流
さ
れ
た
家
を
再
建
す

る
方
た
ち
も
、
用
地
の
確
保
に
と
て
も
苦
労
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
所
有
し
て
い
た
少
し
高
台
に

あ
る
田
ん
ぼ
も
、
市
か
ら
売
っ
て
欲
し
い
と
い
う

要
請
が
あ
っ
た
た
め
、提
供
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

多
く
の
地
権
者
か
ら
集
め
た
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土

地
の
う
ち
、
住
宅
が
建
つ
の
は
20
～
25
ヘ
ク
タ
ー

ル
だ
そ
う
で
す
。
あ
と
は
道
路
と
公
園
に
な
る
。

こ
の
土
地
を
造
成
し
た
後
、
一
般
消
費
者
か
ら
申

し
込
み
を
募
っ
て
、
応
募
が
多
け
れ
ば
抽
選
で
売

却
す
る
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
土
地
の
買
い
取
り
と
農
地
転
用
の

手
続
き
、
造
成
し
て
道
路
な
ど
の
整
備
と
、
そ

れ
だ
け
で
３
年
も
４
年
も
か
か
る
。田
ん
ぼ
で
３
、

４
年
で
す
か
ら
、
高
台
の
適
地
が
山
間
部
に
し

か
な
い
と
な
る
と
、
た
い
へ
ん
な
手
間
と
時
間
が

か
か
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
被
災
地
の
復
興
の
現

実
な
ん
で
す｣

地
域
材
を
使
っ
た
建
設
で

本
当
の
地
域
復
興
を
目
指
す

　

被
災
地
で
必
要
と
さ
れ
る
住
宅
数
は
、
膨
大

な
数
に
上
り
、
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
が
復
興

交
付
金
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の

仕
事
を
地
元
の
工
務
店
が
受
け
、
復
興
交
付
金

が
地
元
に
還
元
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
な
か
な
か

そ
う
は
い
か
な
い
の
が
現
状
だ
。高
橋
社
長
は「
真

の
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、
地
域

材
を
使
っ
た
地
産
地
消
の
住
宅
建
設

が
必
要
」
と
訴
え
る
。

 

「
今
、
計
画
に
着
手
し
て
い
る
宮
城

県
の
災
害
公
営
住
宅
は
、
多
く
が
Ｒ

Ｃ
で
す
。
そ
れ
を
地
元
の
地
域
材
を

使
っ
て
木
造
の
家
を
建
て
れ
ば
、
山

に
木
を
植
え
る
人
、
山
を
手
入
れ
・

管
理
す
る
人
、
木
を
切
る
人
へ
と
、

地
元
に
お
金
が
落
ち
ま
す
。
製
材
も

プ
レ
カ
ッ
ト
も
大
工
さ
ん
も
地
元
が

引
き
受
け
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
復
興

交
付
金
が
地
元
を
素
通
り
し
て
、
東

京
な
ど
の
大
手
企
業
に
持
っ
て
行
か

れ
る
こ
と
も
な
い
ん
で
す
。〝
地
産
地

消
で
地
域
の
復
興
と
繁
栄
を
〟
と
声

を
大
に
し
て
言
い
た
い
で
す
ね
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
復
興
の
た
め
の
補

助
金
が
１
０
０
％
生
き
る
ん
で
す
」

　

岩
手
県
は
、「
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
に
関
す

る
方
針
」
で
、「
地
域
産
材
を
使
用
し
た
木
造
住

宅
の
建
設
を
推
進
す
る
」
と
し
て
い
る
。
宮
城
県

も
「
復
興
住
宅
計
画
」
の
中
で
、「
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
木
造
住
宅
の
建
設
を
支
援
す
る
」
と

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
県
産
材
を
使
用
し
、
地

域
の
大
工
・
工
務
店
を
活
用
し
た
「
み
や
ぎ
版
住

宅
」
の
取
り
組
み
が
、
木
造
住
宅
の
整
備
促
進

と
地
域
振
興
を
図
る
た
め
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
の
木
材
・
建
材
の
活
用
が
、
地
域
の
復

興
に
大
き
く
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た
視
点
で
住
宅

復
興
を
再
考
す
る
こ
と
が
、
今
必
要
と
さ
れ
て 

い
る
。

地
産
地
消
の
木
造
住
宅
再
建
で
、

地
域
の
活
性
化
を
！

株式会社 山
やま

大
だい

  
代表取締役社長　

高橋貞夫 氏

宮
城
県
石
巻
を
拠
点
に
、
製
材
・
プ
レ
カ
ッ
ト
か
ら
住
宅
建
築
ま
で
幅
広
く
事
業
を
行
う
株
式
会
社
山
大
は
、

東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
に
よ
り
、
社
屋
、
工
場
、
機
械
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
、
懸
命
な
復
旧

作
業
に
よ
り
、
約
半
年
後
の
10
月
に
は
工
場
の
フ
ル
操
業
に
こ
ぎ
着
け
、
現
在
、
地
域
の
復
旧
・
復
興
に
力
を

注
い
で
い
る
。
高
橋
貞
夫
社
長
に
、
住
宅
復
興
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
。

「
地
産
地
消
」の
推
進
を
続
け
て
き
た

山
大
の
復
興
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

復興
を聞く

● 岩手県・宮城県・福島県の新設住宅着工数

1000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0

2000

3000

4000

5000
（戸）

2012年

2011年

2010年

東日本大震災

（出典：国土交通省「住宅着工統計」をもとに作成）

● 株式会社 山大
 宮城県石巻市潮見町２番地の３
 http://www.yamadai.com/
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で
開
く
イ
ベ
ン
ト
に
協 

力
す
る
人
た
ち
が
全

国
、
い
や
世
界
か
ら

や
っ
て
く
る
。
一
方
で
、

ほ
ど
近
い
仮
設
市
役
所

の
職
員
、
丘
の
上
の
仮

設
住
宅
か
ら
毎
日
コ
ー

ヒ
ー
を
楽
し
み
に
く
る

80
歳
の
男
性
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
滞
在
し
て
い

る
青
年
た
ち
な
ど
の
利

用
も
変
わ
ら
な
い
。

 

「
つ
ら
い
時
も
こ
こ
に

来
れ
ば
励
ま
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
が
あ
っ
た
か

ら
私
は
な
ん
と
か
や
っ

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

こ
う
語
る
黄
川
田
さ
ん
は
、
自
宅
と
経
営
し

て
い
た
２
軒
の
薬
局
を
津
波
に
流
さ
れ
て
今

も
仮
設
住
宅
に
暮
ら
し
て
い
る
。
震
災
か
ら
丸

２
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、
陸
前
高
田
市

は
よ
う
や
く
宅
地
整
備
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り

で
、
市
民
の
住
環
境
が
整
う
ま
で
に
は
ま
だ
時

間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

 

「
こ
れ
か
ら
は
痛
手
か
ら
立
ち
直
っ
て
暮
ら
し

て
い
る
人
と
つ
ら
い
日
々
が
続
い
て
い
る
人
の

感
覚
に
開
き
が
出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
場
所
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
心
理
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
も
開
業
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
土
地
の
一
部
が
道

路
拡
張
に
引
っ
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

話
も
あ
り
、
何
も
確
か
な
こ
と
は
な
い
の
が
実

情
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
日
一
日
の
最
善
を
尽

く
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

 

「
り
く
カ
フ
ェ
」
は
、
復
興
を
支
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

場
と
な
っ
て
い
る
。

法
人
設
立
、
助
成
金
申
請
な
ど
の
書
類
づ
く
り

は
、
私
た
ち
だ
け
で
は
と
て
も
で
き
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。『
新
し
い
公
共
』
の
助
成
金
が

昨
年
の
9
月
頃
か
ら
入
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ス

タ
ッ
フ
に
少
な
い
な
が
ら
も
報
酬
を
出
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」（
吉
田
さ
ん
）

　

吉
田
さ
ん
、
鵜
浦
さ
ん
、
黄
川
田
さ
ん
に
会

計
担
当
及
川
恵
里
子
さ
ん
が
加
わ
っ
た
４
人
は

コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し
て「
り
く
カ
フ
ェ
」を
引
っ

張
る
。
ほ
か
に
ス
タ
ッ
フ
８
名
が
交
替
で
働
い

て
い
る
。

今
日
一
日
の
最
善
を
尽
く
し
、

次
の
１
歩
を
踏
み
出
す

 「
り
く
カ
フ
ェ
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
紹
介
さ

れ
た
り
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
坂

本
龍
一
氏
を
は
じ
め
著
名
人
も
訪
れ
る
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ
た
。
今
で
は
こ
の
小
さ
い
ス
ペ
ー
ス

女
性
達
の
パ
ワ
ー
と

多
く
の
サ
ポ
ー
ト
で
実
現

　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
り
く
カ
フ
ェ
」
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
に

携
わ
る
活
動
の
な
か
で
も
ひ
と
き
わ
知
名
度
が

高
い
。
近
所
の
人
が
立
ち
寄
っ
て
ほ
っ
と
一
息

つ
い
た
り
、
気
兼
ね
な
く
過
ご
せ
る
「
地
域
の

憩
い
の
場
」
で
あ
り
、
ま
た
被
害
が
大
き
か
っ

た
陸
前
高
田
を
訪
れ
た
県
外
の
人
が
気
軽
に 

立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
も
貴
重

な
存
在
だ
。「
り
く
カ
フ
ェ
」
と
い
っ
て
も
流

し
台
以
外
の
厨
房
設
備
は
な
い
の
で
、
コ
ー

ヒ
ー
や
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
、
お
菓

子
を
つ
ま
ん
だ
人
は
運
営
協
力
金
を
投
じ
る
。

運
営
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
知
人
が
寄
せ
て
く
れ
る

手
作
り
品
の
販
売
や
講
習
会
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

小
規
模
な
催
し
物
も
開
催
し
て
お
り
、
売
上
の

一
部
は
収
益
に
な
る
。

 
「
り
く
カ
フ
ェ
」
誕
生
の
話
は
、
津
波
で
流
失

し
た
鵜
浦
医
院
と
吉
田
歯
科
医
院
と
森
の
前
薬

局
の
３
軒
を
、
鵜
浦
さ
ん
の
所
有
す
る
高
台
の

土
地
に
仮
設
で
開
業
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
。
鵜
浦
淳
子
さ
ん
と
吉
田
和
子
さ
ん
と
森
の

前
薬
局
の
黄
川
田
尚
子
さ
ん
は
、
も
と
も
と
大

の
仲
良
し
。
被
災
直
後
は
、
自
宅
が
無
事
だ
っ

た
吉
田
さ
ん
宅
が
女
性
た
ち
の
助
け
合
い
の
拠

点
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
現
れ
た
の
が
、
東

京
大
学
大
学
院
の
都
市
工
学
専
攻
准
教
授
で
あ

る
小
泉
秀
樹
さ
ん
。
小
泉
さ
ん
は
吉
田
さ
ん
と

旧
知
の
間
柄
で
、
医
院
と
歯
科
医
院
と
薬
局
が

一
ヵ
所
に
集
ま
る
そ
こ
に
、
女
性
た
ち
の
拠
点

も
つ
く
る
こ
と
を
勧
め
た
。

　

そ
こ
か
ら
は
急
展
開
で
大
勢
の
人
の
サ
ポ
ー

ト
が
集
ま
り
、
木
造
三
角
屋
根
の
「
り
く
カ

フ
ェ
」
の
建
物
は
住
友
林
業
が
建
設
、
現
在
も

無
償
貸
与
し
て
い
る
。

 

「
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
。
仮
設
建
設
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

おいしいコーヒーとにぎやかな笑い声は大きな救い

陸前高田の「りくカフェ」を訪ねる

左
か
ら
吉
田
和
子
さ
ん
、
及
川
恵
里
子
さ
ん
、

黄
川
田
尚
子
さ
ん
、
井
戸
端
和
江
さ
ん
、
小
泉
て
つ
子
さ
ん

室
内
の
３
分
の
１
は
一
段
高
く

な
っ
て
い
る
く
つ
ろ
ぎ
の
ス
ペ
ー

ス
。
が
れ
き
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

加
工
し
て
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
制
作・

販
売
す
る
青
年
た
ち
も
常
連
さ
ん

りくカフェは10坪ほどのかわいい小屋
●りくカフェ／ 岩手県陸前高田市高田町字鳴石２２−９　http://rikucafe.com/

知り合いつながりでプロがデザイン
してくれた「りくカフェ」のマーク

成瀬・猪熊建築設計事務所デザインによる
屋根までの木組みが美しい広々した空間

毎週火曜はヘルシーなランチボックス
600円も提供する
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ここでちょっと一息

　2013年は“アベノミクス”の順調な滑り出しによって、消費税
増税とその後の対応も具体化しました。住宅分野においては
ローン減税の拡充などが図られていますが、気になったのは高
齢者の資産を活性化させる策として、孫の教育費1500万円が
非課税贈与になったこと。これまで贈与では“住宅取得”援助が
特例推進されて来ましたが、より年齢が若い学生の教育費に、
リッチ・シニアの資産が先取りされてしまうのでは？と。
　リフォーム検討者に対する調査（リクルート住まいカンパニー
2012年9月実施）では、60歳以上（平均年齢64.9歳）の貯蓄
額は平均5097.8万円。これを巡って、金融・旅行・教育など、子
や孫の消費まで含めた他業種との争奪戦が展開されるわけで
す。住宅業界がリッチ・シニアに向けて、家づくりのキラーコン
テンツを提案できるかどうかがカギになりそうです。

　若年層の家づくりでは【共働きに“家事ラク”】【子育てに“コ
ミュニケーション”】など、共通の関心事をキラーコンテンツ化し
てきました。シニア層が住宅に投資したくなる関心事は何か？ 
60代がメインターゲットであるリフォームの調査結果を元に
探ってみます。[リフォームにおける重視項目] について、60歳以 
上（30.4%）だけを見ると、「老後に備えてのバリアフリー」が
突出しています。また、リフォーム実施者に[自分が年をとったら
子供に面倒を見てもらいたいか]を問うと、「そう思わない」が
60歳以上で78.2％に上り、他世代と比べて高くなっているの
も、子どもに迷惑をかけたくない「自分達で自立、介護しやすい
家にしておきたい」という意思の表れでしょう。

 「老後に備え」というキーワードは「健康への配慮」にもつな
がりますが、この調査項目の“健康＝自然素材・空気環境”的なも
のではなく、健康維持＝成人病や認知症・寝たきり予防という
観点で「健康」はシニア向けビジネスの核となる関心事です。
　近年の成長ビジネス、女性だけの30分健康体操教室「カー
ブス」は、正しくこのシニア健康ニーズを捉えたもの。利用者の
40%が60歳以上、スポーツジムより手軽に通えることが人気
の秘訣。一方、60代のおじさま達も自宅で逆立ちをしたり、ダン
ベル運動をしたりと独自の健康法で頑張っている方が、私の周
辺にも少なくありません。そんな「健康維持・老後の備え」ニー
ズに家づくりを提案したいものです。日常的な運動促進と健康

管理を【ホーム・ウェルネス】としてスマートハウス機能に組み
込めれば、リッチ・シニア向けキラーコンテンツになるかも知れ
ません。バス・サニタリー周辺をホーム・ジム的な【ウェルネス空
間】として広げ、遠隔操作でマネージメントサービスを提供。老
後の備えを“バリアフリー”という防御的な発想よりも“ウェルネ
ス”というアクティブな表現で60代の家づくりを提案してはどう
でしょう。温泉旅行やジム通いと同じ効用が自宅で実現し健康
に暮らせるのなら、老後に備えた預貯金を住宅資金に投資する
意義を感じてくれるのではないでしょうか。

藤井繁子

60代の家づくり、キラーコンテンツを探せ！

『月刊 HOUSING』元編集長、
現リクルート住まいカンパニー 
主任研究員も務める住 生 活
ジャーナリスト。自治体や市民
団体などと街づくりに関わり 
ながら、取材・コンサルティング
活動を行なう。ブログ「Vivien
研究員の住宅業界 REPORT」

業界を超えたリッチ・シニア争奪戦！

60歳からのリフォームで重視するもの

バリアフリーより、ウェルネスへ

バリアフリーより、ウェルネス

高濃度炭酸泉を家庭でも満喫できる
「Soda bath ソーダ バス」
（三菱レイヨン・クリンスイ社、写真のタン 
クを設置し専用蛇口から浴槽に出す）
炭酸ガスが皮膚から吸収されると、
毛細血管が開いて血液がよくなり
血圧を下げる。病院やフィットネス
クラブで活用されている炭酸泉入浴
は、健康維持だけでなく美容効果
も高いのでリッチ・シニアマダムの
心を捕えるコンテンツ !?

35

30
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15
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5

0

耐
震
性
の
向
上

老
後
に
備
え
て
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

家
事
が
し
や
す
い

断
熱
性
の
向
上

収
納
ス
ペ
ー
ス
が
充
実
し
て
い
る

ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
時
間
を
過
ご
せ
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
の
向
上

明
る
い
空
間
に
し
た
い

広
々
し
た
空
間
に
し
た
い

防
犯
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

デ
ザ
イ
ン
や
質
感
が
気
に
入
っ
て
い
る
設
備
や
素
材

好
み
の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
い

健
康
に
配
慮
し
た
素
材
を
使
う

オ
ー
ル
電
化

子
供
の
た
め
の
部
屋
が
あ
る

親
な
ど
の
高
齢
者
と
暮
ら
し
や
す
い

２
世
帯
で
暮
ら
し
や
す
い

リフォーム検討者の重視項目

調査数全体1288件
内［60歳以上 391件］
複数回答
全26項目中の上位17項目

検討者全体 60歳以上

（％）

ホーム・ウェルネスを構成するコンテンツの一例

33vol.
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東京都渋谷区恵比寿南 3−9 −7■ 本　社

１９８６年■ 創　業

1億円■ 資本金

100億円（2012年 3月期）■ 売上高

１９１名■ 従業員

テレビＣＭ、劇場映画、アニメーション、 
Ｗｅｂサイトなどの企画・制作

■ 事業内容

株式会社 ロボット

 
「
一
人
ひ
と
り
の
も
の
を
見
る
目
は
非
常
に
厳
し

く
、
個
性
の
強
い
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、〝
チ
ー
ム
〟
と
な
っ
て
、
ひ
と
つ
の
も
の

を
制
作
し
て
い
く
と
い
う
能
力
も
高
い
ん
で
す
。

グ
ル
ー
プ
と
は
、
役
割
分
担
を
し
た
単
な
る
集
団

で
す
が
、
チ
ー
ム
は
お
互
い
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
、

同
じ
目
線
で
高
め
あ
い
、
目
標
に
向
か
っ
て
突
き

進
む
こ
と
が
で
き
る
組
織
。
仲
間
同
士
で
刺
激
し

あ
う
社
風
が
あ
る
ん
で
す
。
ま
あ
、
単
に
新
し
い

形
の
表
現
の
追
求
が
大
好
き
な
人
間
の
集
ま
り
、

と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
（
笑
）。
商
品
や 

サ
ー
ビ
ス
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
映
画
も

Ｃ
Ｍ
も
広
告
も
、
今
や
世
界
中
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。W

eb

検
索
し
て
〝
見
つ
か
ら
な
い
〟

の
で
は
、
話
が
始
ま
ら
な
い
時
代
で
す
。
競
争
相

手
や
比
較
対
象
は
、
日
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目

線
を
世
界
に
向
け
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
結
集

し
、
よ
り
楽
し
く
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
作
品
を
作

り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
映
画
に
、
あ
る
い
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
活
用
す
る
な
ど
、
垣
根
を
越

え
た
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
作
り
も
進
め
て
い
き

た
い
と
加
藤
さ
ん
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
作
品
は
、
ま
す

ま
す
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
そ
う
だ
。

 

「
踊
る
大
捜
査
線
」や「
海
猿
」、「
Ａ

Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ 

三
丁
目
の
夕
日
」な
ど
、

だ
れ
も
が
知
る
人
気
映
画
の
数
々
。
中

で
も「
踊
る
大
捜
査
線 

Ｔ
Ｈ
Ｅ  

Ｍ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｅ
２ 

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を

封
鎖
せ
よ
！
」（
２
０
０
３
年
公
開
）は
、

観
客
動
員
数
１
２
６
０
万
人
、
興
行

収
入
１
７
３・５
億
円
を
記
録
し
、
現

在
、
日
本
の
実
写
映
画
部
門
の
興
行

成
績
歴
代
１
位
の
座
を
守
っ
て
い
る
。

近
年
の
日
本
映
画
界
に
お
い
て
、
観

客
を
呼
べ
る
、
ヒ
ッ
ト
す
る
映
画
を
生
み
出
し
続

け
て
い
る
の
が
、
映
像
制
作
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
株
式
会
社
ロ
ボ
ッ
ト
だ
。

 

「
今
か
ら
27
年
前
、
創

業
者
で
あ
る
阿
部
秀
司

が
、
勤
め
て
い
た
広
告

代
理
店
を
辞
め
て
こ
の

会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
実
は
こ
の
当
時
、

日
本
の
映
画
ビ
ジ
ネ
ス
に
〝
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
〟
と

い
う
シ
ス
テ
ム
は
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
業
務
は
、
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
作
り
か

ら
予
算
管
理
、
そ
し
て
映
画
館
で
上
映
す
る
と
こ

ろ
ま
で
、
す
べ
て
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
役
割
を
担

い
ま
す
。
か
つ
て
は
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
機
能
を
活
か

し
た
映
画
作
り
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
監
督
付
き

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
個
人
で
予
算
管
理
を
し
て

い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
良
く

言
え
ば
、
非
常
に
大
ら
か
な
時
代
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
日
本
映
画
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

り
立
た
せ
る
に
は
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
き
ち
ん

と
管
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
、
広

告
代
理
店
出
身
の
阿
部
が
、
広
告
業
界
で
は
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
た
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
機
能
を
映

画
界
に
持
ち
込
み
、
根
付
か
せ
た
の
で
す
」

　

ア
メ
リ
カ
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
作
に
負
け
な
い
映

画
作
り
を
し
、
日
本
映
画
を
隆
盛
に
導
く
に
は
何

が
必
要
か
？　

ロ
ボ
ッ
ト
で
は
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
機
能
の
導
入
と
と
も
に
、
映
画
監
督
の
育
成
に

も
取
り
組
ん
だ
。
テ
レ
ビ
や
Ｃ
Ｍ
で
活
躍
し
て
い

る
若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
、
映
画
を
撮
る
場
の
提

供
を
行
っ
た
の
だ
。

 

「
こ
の
頃
、
テ
レ
ビ
局
や
映
画
会
社
、
出
版
社
、

広
告
代
理
店
な
ど
が
集
ま
っ
て
出
資
す
る
と
い
う

映
画
作
り
の
手
法
が
、
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い
ま

し
た
。こ
の
製
作
委
員
会
方
式
に
、プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
機
能
の
導
入
に
よ
り
予
算
管
理
が
ク
リ
ア
で
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
、
映
画
監
督
も
有
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
ピ
タ
リ
と
は
ま
り
ま

し
た
。
こ
う
し
て
１
９
９
５
年
に
制
作
し
た
映
画

が
、
当
時
ロ
ボ
ッ
ト
に
所
属
し
て
い
た
岩
井
俊
二

が
監
督
を
務
め
た
、
中
山
美
穂
主
演
の
『Love 

Letter

』
で
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
初
と
な
る
こ
の
作
品

は
、
第
19
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
優
秀
作
品
賞

を
受
賞
。
時
を
経
て
、
２
０
０
５
年
の
『
Ａ
Ｌ
Ｗ

Ａ
Ｙ
Ｓ
三
丁
目
の
夕
日
』
で
は
、
第
29
回
日
本
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
の
全
部
門（
13
部
門
）
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

同
社
に
は
、「
踊
る
大
捜
査
線
」
シ
リ
ー
ズ
の

本
広
克
行
氏
を
は
じ
め
、
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
監

督
が
数
多
く
在
籍
し
て
い
る
。

そ
し
て
、〝
徒
弟
制
〟
に
も
似

た
環
境
の
中
で
、
新
た
な
ク

リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
が
次
々
と
育
っ
て
い
る
。

 

「『
踊
る
大
捜
査
線
』
の
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た
羽は

住す
み

英
一
郎
は
、
今
や
『
海
猿
』
シ
リ
ー
ズ
の
監
督
で

す
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
入
れ
ば
誰
で
も
映
画
監
督
に
な

れ
る
、
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
人

の
作
り
た
い
も
の
や
表
現
し
た
い
こ
と
が
強
く
、

明
確
に
あ
る
な
ら
ば
、そ
れ
は
可
能
な
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、〝
質
〟
と
い
う
も
の
は
、〝
量
〟
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
、
ヒ
ッ
ト

作
を
生
み
出
す
人
間
は
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
途

方
も
な
い
量
の
作
業
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
映
像

の
仕
事
は
華
や
か
な
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
非
常
に
ハ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
、
新

入
社
員
が
１
年
後
に
は
ひ
と
り
も
残
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
笑
）。
そ
れ
で
も
、

伸
び
よ
う
と
す
る
若
い
才
能
を
育
て
る
だ
け
の
土

壌
は
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
弊
社
に
は
〝
横
の
つ
な
が
り
が
濃
い
〟

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。通
常
、ク
リ
エ
イ
タ
ー

と
い
う
職
業
の
人
た
ち
は
自
分
の
世
界
に
入
り
込

み
、
他
人
の
意
見
な
ど
聞
く
耳
を
持
た
な
い
タ
イ

プ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
ロ
ボ
ッ
ト
で

は
、
隣
の
席
同
士
で
〝
こ
れ
、
ど
う
思
う
〟〝
う
ー

ん
、
全
然
面
白
く
な
い
〟
な
ど
と
い
う
や
り
と
り

を
頻
繁
に
し
て
い
ま
す
（
笑
）。
ダ
メ
出
し
さ
れ

た
く
な
い
か
ら
仲
間
に
は
見
せ
な
い
、
な
ど
と
い

う
社
員
は
い
ま
せ
ん
。
お
客
様
の
目
に
触
れ
て
か

ら
〝
つ
ま
ら
な
い
〟
と
言
わ
れ
る
方
が
、
よ
っ
ぽ

ど
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
か
ら
」

　

映
画
製
作
会
社
と
し
て
認
知
度
が
高
ま
る
ロ

ボ
ッ
ト
だ
が
、
一
方
で
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
制
作
も
事
業

の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
Ｃ
Ｍ
制

作
で
は
、
広
告
代
理
店
が
企
画
し
、
プ
レ
ゼ
ン
し

て
採
用
さ
れ
た
も
の
を
、
Ｃ
Ｍ
制
作
会
社
が
そ
の

ま
ま
作
る
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
ロ

ボ
ッ
ト
で
は
設
立
当
初
よ
り
、
企
画
段
階
か
ら
制

作
ま
で
一
貫
し
て
請
け
負
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、

〝
プ
レ
ゼ
ン
能
力
も
高
い
〟
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
育
っ

て
い
る
と
い
う
。

ヒ
ッ
ト
作
品
を

〝
仕
組
み
〟と
し
て
生
み
出
し
続
け
る

映
像
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

日
本
の
映
画
ビ
ジ
ネ
ス
に

〝
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
機
能
〟を
導
入

役
割
分
担
を
し
た〝
グ
ル
ー
プ
〟で
は
な
く

〝
チ
ー
ム
〟と
な
っ
て
能
力
を
高
め
あ
う

質
の
高
い
作
品
は

圧
倒
的
な
量
の
積
み
重
ね
か
ら
生
ま
れ
る

株
式
会
社

ロ
ボ
ッ
ト

多
く
の
ゲ
ス
ト
を
迎
え
る
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
は
、
社
名
に
も
な
っ
て
い
る

ロ
ボ
ッ
ト
が
出
迎
え
て
く
れ
る

執行役員

加藤雅章氏

映
画
や
Ｃ
Ｍ
作
品
で
数
多
く
の
賞
を
受
賞
す
る
同
社
。
２
０
０
８
年

作
の
「
つ
み
き
の
い
え
」
で
は
、
邦
画
初
と
な
る
米
国
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
短
篇
ア
ニ
メ
映
画
賞
を
受
賞
し
た

OTONA TSUTAYA（上）や佐川急便（下）
など、インパクトのあるTVCMも多数手
がけている

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ 

海
猿

©
 F/R

/P/T/S/A
/FN

S

Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ 

三
丁
目
の
夕
日
'64　

©

「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ 

三
丁
目
の
夕
日
'64
」
製
作
委
員
会つみきのいえ　©ROBOT

2000年公開のSF映画「ジュ
ブナイル」に登場した未来から
来たロボット「テトラ」
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今月のニュース

住宅ローン減税を４年間延長、年間最大４０万円に拡充

省エネ改修住宅に戸当たり５０万円の補助──２０１２年度補正予算案

　

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
４
年
間
延

長
が
、
政
府・与
党
の
「
２
０
１
３

年
度
税
制
改
正
大
綱
」
に
盛
り
込

ま
れ
た
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
は
、住
宅
ロ
ー

ン
残
高
の
一
定
割
合
の
金
額
を
、

所
得
税
な
ど
か
ら
控
除
す
る
制
度

だ
が
、
２
０
１
３
年
末
に
期
限
が

切
れ
る
。
し
か
し
、
２
０
１
４
年

４
月
に
消
費
税
が
８
％
に
上
が
る

と
、
住
宅
購
入
者
の
税
負
担
が
重

く
な
る
た
め
、
住
宅
購
入
に
対
す

る
支
援
策
と
し
て
、
来
年
度
税
制

改
正
に
お
い
て
軽
減
策
が
検
討
さ

れ
て
い
た
。

　

新
制
度
は
、
内
容
も
現
行
よ

り
拡
充
し
た
。
現
在
は
ロ
ー
ン
残

高
２
０
０
０
万
円
ま
で
の
１
％
、

最
大
20
万
円
を
、
毎
年
の
所
得

税
か
ら
差
し
引
く
減
税
を
10
年

間
受
け
ら
れ
る
が
、
新
制
度
で

は
減
税
額
を
現
行
の
２
倍
と
な

る
４
０
０
０
万
円
の
１
％
、
最
大

40
万
円
ま
で
引
き
上
げ
た
。
減
税

期
間
は
同
じ
く
10
年
間
で
、
減
税

額
は
最
大
４
０
０
万
円
と
な
る
。

　

所
得
税
額
が
少
な
く
控
除
し

き
れ
な
い
場
合
、
現
在
は
住
民

税
か
ら
最
大
９
万
７
５
０
０
円

ま
で
控
除
で
き
る
が
、
こ
の
枠

も
２
０
１
４
年
４
月
か
ら
13
万 

６
５
０
０
円
に
拡
大
す
る
。

　

ま
た
、「
認
定
長
期
優
良
住
宅
」

や
「
認
定
低
炭
素
住
宅
」
な
ど
を

対
象
と
し
た
特
例
措
置
で
は
、
控

　

政
府
は
１
月
15
日
、
２
０
１
２

年
度
補
正
予
算
案
を
閣
議
決
定

し
た
。
国
の
財
政
支
出
は
13
兆 

１
０
５
４
億
円
と
、
過
去
２
番
目

の
規
模
と
な
る
。
地
方
や
民
間
の

負
担
分
を
加
え
た
事
業
規
模
は
、

20
兆
円
を
超
え
る
。

　

住
宅
関
連
で
は
、
耐
震
診
断
・

改
修
の
補
助
を
大
幅
に
拡
充
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
管
理
シ
ス
テ
ム
が
導

入
さ
れ
た｢

ス
マ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
」

の
普
及
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
主
な
補
助
金
は
次
の
通
り
。

■ 

耐
震
化
支
援

　

住
宅
の
耐
震
化
支
援
が
大
幅

に
拡
充
し
た
。
現
行
の
耐
震
改

修
費
用
23
％
補
助
に
加
え
、
戸

当
た
り
30
万
円
が
上
乗
せ
さ
れ

る
（
２
０
１
３
年
度
末
ま
で
。
マ

ン
シ
ョ
ン
も
対
象
）。
ま
た
、
耐
震

化
の
た
め
の
改
修
費
用
が
３
分
の

２
補
助
さ
れ
る
「
緊
急
輸
送
道
路

沿
い
の
住
宅
・
建
築
物
」
に
、「
密

集
市
街
地
や
津
波
浸
水
区
域
の
避

難
路
沿
い｣

が
加
わ
っ
た
。
30
万

円
の
特
例
措
置
と
併
せ
て
利
用
で

き
る
。

■ 
防
災
支
援

　

進
捗
状
態
が
50
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
地
籍
調
査
費
用
に
、
16
億

円
が
計
上
さ
れ
た
。
直
下
型
地
震

な
ど
に
備
え
た
対
応
で
あ
る
。

■ 

省
エ
ネ
化
支
援

　

10
％
以
上
の
省
エ
ネ
化
を
実
現

す
る
改
修
工
事
に
対
す
る
助
成

除
額
の
上
限
を
一
般
住
宅
よ
り
も

10
万
円
多
い
年
間
50
万
円
、
10
年

間
で
最
大
５
０
０
万
円
と
拡
大
し

た
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ま
ず
に
、
現

金
で
長
期
優
良
住
宅
を
取
得
し
た

場
合
の
特
例
措
置
は
、
現
行
50
万

円
の
減
税
枠
を
65
万
円
に
引
き
上

げ
た
。
対
象
に
認
定
低
炭
素
住
宅

も
加
わ
る
。

　

な
お
、
新
制
度
の
対
象
者
は

２
０
１
４
年
４
月
以
降
の
入
居
者

で
、
１
～
３
月
の
居
住
開
始
者
に

つ
い
て
は
現
行
の
ま
ま
と
な
る
。

と
し
て
、
50
億
円
を
計
上
。
住
宅

に
は
戸
当
た
り
50
万
円
、
建
築

物
に
は
５
０
０
０
万
円
を
補
助
す

る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
併
せ
て

行
え
ば
、
住
宅
25
万
円
、
建
築
物

２
５
０
０
万
円
を
加
算
。
住
宅
の

補
助
対
象
は
数
千
戸
規
模
に
な
る

見
通
し
。
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
向

け
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
Ｍ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
導
入
し
た
「
ス
マ
ー
ト

マ
ン
シ
ョ
ン
」
の
普
及
促
進
に
対

し
、
１
３
０
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

■ 

国
産
木
材
利
用
支
援

  

国
産
木
材
を
利
用
し
た
住
宅
な

ど
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
ポ
イ
ン

ト
制
度
創
設
の
予
算
額
は
、
概
算

要
求
の
55
億
円
か
ら
４
１
０
億
円

と
、
大
幅
な
増
額
と
な
っ
た
。
付

与
ポ
イ
ン
ト
は
、
住
宅
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
並
み
の
、
戸
あ
た
り
数
十
万

円
に
な
る
模
様
。

　　　　　　　　　初めて被災地に足を運びました。映像で見て知っている 
つもりになっていましたが、目の当たりにする現実は、どれも自分の無知を悟る 
には十分でした。自然に対する畏怖の念を抱かずにはおられず、人間の無力
さを感じました。しかし今回もっと大きなことを取材を通して学びました。それ
は現地の人々の笑顔の輝きが本物だということです。復興に少しでも貢献でき
たらと思い取材に行きましたが、逆に現地の方々から力をもらいました。本当
の意味で生きていると感じました。心が生きている、生きるということの意味
を真実に知っているように感じました。そのような方々が運営する「りくカフェ」
のような温かい場所が、人々の心が通う場所が日本全国にあればいいなと 
願いつつ、今後も「建材マンスリー」に取り組んでいきます。　  （編集員SS ）

┃編┃集┃後┃記┃

広告掲載・製品紹介のご相談、誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

広告募集中！編集室より

住友林業株式会社  木材建材事業本部  事業開発部（三枝・齋藤）
kenzai-monthly@sfc.co.jp

業界ニュース

業界ニュース

表紙写真：りくカフェ（岩手県陸前高田市）

拡充された
住宅ローン減税 

現在の
年間最大控除額

新制度の
年間最大控除額

＊ 認定長期優良住宅、認定低炭素住宅

＊＊ ローン減税の枠が余る場合 

一般住宅

認定住宅＊ 

住民税からの追加控除＊＊

現金で認定住宅＊を購入

２０万円

３０万円

９万７５００円

５０万円

４０万円

５０万円

１３万６５００円

６５万円

２０１２年度補正予算案
（住宅関連） 

防災・安全交付金 ５４９８億円

住宅・建築物の省エネ化推進 ５０億円

「スマートマンション」の普及促進 １３０億円

木材利用ポイント制度の創設 ４１０億円
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1,243
74,701

26,748
27,451

301
21,444
10,516
10,858

66,425

9,519

1,208
4,791

0
3,520

43,552

32,392

301
18,973
13,017

50
51

公共
民間

持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建

民間資金

公的資金

公営住宅
住宅金融支援機構住宅
都市再生機構住宅
その他住宅

木造

非木造

鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

�  △265
�  △3,936

�  △1,468
�  △2,655

�  △43
�  △35
�  △67

52

�  △2,495

�  △1,706

417
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�  △177
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�  △2,197

�  △2,004

�  △593
�  △295

�  △1,043
�  △40
�  △33

� △17.6
� △5.0

� △5.2
� △8.8

� △12.5
� △0.2
� △0.6

� 0.5

� △3.6

� △15.2

52.7
△1.2

� △100.0
� △34.9

� △4.8

� △5.8

� △66.3
� △1.5
� △7.4

� △44.4
� △39.3

754
6,121

2,252
2,771
�△69

1,921
1,334

597

6,913

�△38

783
�△667

0
�△154

3,014

3,861

107
2,999

756
�△21

20

154.2
8.9

9.2
11.2

� △18.6
9.8

14.5
5.8

11.6

� △0.4

184.2
� △12.2

-
� △4.2

7.4

13.5

55.2
18.8

6.2
� △29.6

64.5

1,508
78,637

28,216
30,106

344
21,479
10,583
10,806

68,920

11,225

791
4,848

177
5,409

45,749

34,396

894
19,268
14,060

90
84

2,421
81,830

28,894
33,939

354
21,064
10,334
10,656

73,039

11,212

2,190
4,908

71
4,043

46,368

37,883

388
22,976
14,371

91
57

814
73,362

28,125
26,253

388
19,410

9,219
10,135

65,472

8,704

670
4,468

0
3,566

43,017

31,159

295
18,468
12,278

65
53

75,944新　  設　   住　  宅　   計  △4,201 � △5.2 6,875 10.0 80,145 84,251 74,176

建 築 主 別

利用関係別

資 金 別

構 造 別

１２月
対前月比

（%）
対前年同月比

（%）
１１月 １０月 ９月

368

450

324

9

1,151

’02

504

373

452

327

9

1,160

’03

523

370

465

346

9

1,189

’04

541

353

504

369

10

1,236

’05

543

359

543

379

9

1,290

’06

559
315

442

295

9

1,061

’07

505

319

465

300

10

1,093

’08

517

285

321

13
169

788

’09

430

305

298

202

813

8

’10

460

306

286

235

834

8

’11

465

312

883

319

6

247

’12

487

2012年
６月 ７月12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 10月

12,546

11,157

11月

12,590

11,501

12月

11,856

10,258

11,096

9,285

11,113

7,438 6,723

2012年
６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

2012年
６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

9,578

7,710

8,497

7,876

9,410

7,834

10,534

8,655

11,524

9,162

12,211

８月

9,658

11,361

９月

9,515

11,024

2012年
新設住宅着工戸数
882,797戸。
前年比
プラス5.8％で
３年連続の増加。

新設住宅
着工戸数の推移
（総戸数、利用関係別）

貸家
持家

分譲
給与
木造
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利用関係別戸数 木造戸数

2×4、プレハブ
新設住宅戸数

プレハブ
2×4

総数
貸家

分譲マンション 前年同月比持家
分譲戸建

14

12

10

8

6

4

2

0

千戸
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0
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0

千戸 千戸 総数
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45

40

35
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千戸
30.0

20.0

10.0

0

-10.0

-20.0

-30.0

％

利用…50 の位置注意

建材マンスリー 資料室

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

△は減2012年１２月の新設住宅着工戸数
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